かしこく　心豊かで　たくましい　子どもの育成をめざして
	[image: ]令和８年度白川小だより






第６号　　令和８年８月２７日（木）


みんなで高まり合う実りの秋に
校長　木村　　充
[image: ]　長かった夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声と笑顔が戻ってきました。夏休み中、保護者や地域の皆さまが温かく見守ってくださったおかげで、子どもたちに大きな事故の報告がなく、無事に新学期を迎えられたことが何よりも嬉しく、感謝の気持ちでいっぱいです。
さて、この夏は熊本での震災や千葉での豪雨水害など、各地で大きな災害が相次いで発生しました。今もなお、被災され、苦しい避難生活を送られている方々が数多くいらっしゃいます。災害により亡くなられた方たちに哀悼の意を表しますとともに、一日も早い復興を祈るばかりです。9月1日は「防災の日」です。学校でも命を守るための指導を継続して行ってまいりますが、ぜひご家庭でも、災害時の連絡方法や備蓄などについて話題にしていただければ幸いです。
子どもたちは、この夏に様々な体験をして、心も体も大きく成長したことと思います。「成長する」とは、心や体が強くなるだけでなく、ものの見方や考え方がこれまで以上に広がり、深まることです。夏休みに培った力を日々の生活や学習、そして10月の運動会へとつなげ、様々なことに挑戦してほしいと願っています。
みんなで知恵を働かせて考え、話し合い、互いの姿から学び合うことで、個人も学級も学校も高まっていきます。誰しも得意・不得意はあります。しかし、あきらめずにやり抜く姿は仲間を励まし、日頃の地道な努力や、支え合う仲間への信頼感は、本番で子どもたちの大きな力となります。誰一人置き去りにしない、みんなで高まり合う2学期を目指してまいります。
9月に入るとすぐに結団式があり、運動会へ向けての取り組みが始まります。保護者や地域の皆さまが精一杯の声援を送り、盛り上げてくださる運動会は、子どもたちにとっても大きな楽しみです。練習や準備のプロセスを通じて「自信」をつけ、自分のできる精一杯の姿を、保護者や地域の皆さまに見ていただきたいと思います。この「自信」こそが、さらなる成長の鍵だと信じています。
どの子にも輝く場面があり、自信につながる瞬間があるよう、職員が一丸となって子どもたちを支え、導いてまいります。今学期も、本校の教育活動へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
自分から一歩をふみ出せる２学期に！
[bookmark: _GoBack]児童のみなさん、充実した夏休みを過ごすことができましたか？何か新しいことにチャレンジすることはできましたか？ひさしぶりにみなさんの元気な笑顔を見て、きっとたくさんのチャレンジができた夏休みだったのだろうとうれしくなりました。始業式では、５年生代表の細江維吹さんが、「クオーレ研修」での経験から，「自分から進んで行動すれば、まわりの人も協力してくれることを学んだ。２学期は、自分で考えて進んで動くこと、仲間と声をかけ合って協力して成長することを目指したい」という、とても力強い決意を話してくれました。さらに、高学年として下級生や仲間への思いやりと感謝を大切にし、みんなのお手本になりたいとも話してくれました。維吹さんは、１学期の自分の成長をもとに「次はもっとステップアップしよう！」と、しっかりと目標をもって進んでいます。来年度から新しい白川小学校のリーダーになっていく５年生ですが、そこへ向かう新しい一歩を、もうしっかりと踏み出している姿に、とても感動しました。全校のみなさんも、１学期や夏休みにできるようになったことに自信をもって、さらに新しいチャレンジができる２学期にしていきましょう。みなさんが「自分で考えて、仲間と協力して」お互いに高まり合う姿を楽しみにしています。
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